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18 休憩時間にサクッと食べられる！
ワンハンドミールレシピ Vol.5
食べやすくて栄養満点！「スティックオムライス」

15 あなたに伝えたいワンショット！
フォトコンテスト 5th

19 編集後記
アンケートへのご協力のお願いとプレゼントのお知らせ
関連Webサイトのご紹介

16 あなたの街の Made for Life Vol.5  ＃イギリス  

医療とスポーツの融合で健康格差を解消
ウェルビーイングを支え、医療課題に貢献する
Canon Medical Systems Ltd.
Managing Director
Mark Hitchman

特集  Made for Life_  Interview Vol.5

ー 健康寿命延伸のために ー
運動器領域の健康を保ち運動器領域の健康を保ち
いつまでも運動を楽しめる世界へいつまでも運動を楽しめる世界へ

❶ すべての世代の「運動育寿」を目指し
ロコモ予防のメカニズムを探求
早稲田大学スポーツ科学学術院 教授　鳥居 俊 氏

❷ スポーツ障害の早期発見・早期治療を目指して。
現場と医療をつなぐエコーのポテンシャルとは
さいたま市立病院スポーツ医学総合センター 医長
慶應義塾大学医学部スポーツ医学総合センター 助教  山田 唯一 氏

❺ 世界最高峰のプロスポーツを支える画像診断
スポーツ医学の拡充は一般患者のケアにも貢献
FCバルセロナ医療ディレクター　Dr. Gil Rodas

❻ 医療の力を能動的に活用し
進化し続ける隻腕のプロゴルファー
プロゴルファー　小山田 雅人 氏

❹ 超音波診断装置の可能性を広げる
「高画質」への飽くなき挑戦

キヤノンメディカルシステムズ株式会社
超音波開発部 超音波プローブイノベーションプロジェクト　岡田 健吾
超音波開発部 映像化技術開発担当　柴田 千尋

❸ 離島は20年先の日本の縮図
運動器エコーが拓く地域医療の明日
隠岐広域連合立 隠岐島前病院 参与　白石 吉彦 氏

患者さんのために、あなたのために、
そして、ともに歩むために。

人々の健やかな生活の実現のために「いのち」と向き合う。

Made for Lifeは、キヤノンメディカルシステムズの経営理念を象徴するスローガンです。

私たちは尊い命に貢献したいという真摯な“想い”を源に、

お客様との連携により、最新のテクノロジーで新たな臨床価値を創造し、

安心で安全な、より効率のよい医療のために、製品やサービスを提供しています。

本誌では、今までなかなかお伝えしてこられなかった取り組みや“想い”をお届けいたします。
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医療の進歩に伴って日本の平均寿命は伸び続け、2023年には男性81.09年、女性87.14年※と世界

屈指の長寿国になりました。同時に健康寿命も伸びているものの、平均寿命との差はほとんど縮まっ

ていません。健康寿命を阻害する要因は認知症や脳血管疾患などさまざまですが、実は運動器障害も

大きな理由のひとつだと考えられています。運動器とは、骨や筋肉、関節、神経、腱、靭帯など、体を動

かす仕組みを担う組織や器官の総称です。人生100年時代と呼ばれる昨今、自由に体を動かし、自分

らしく生きるために、運動器の健康をどう保つのか。医療やスポーツの現場で奮闘する医師たちや、彼

らを支える製品の開発担当者へのインタビューから紐解いていきます。
※ 厚生労働省「簡易生命表（令和5年）」https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life23/

―― 健康寿命延伸のために ――

運動器領域の健康を保ち
いつまでも運動を楽しめる世界へ

■  すべての世代の「運動育寿」を目指し ロコモ予防のメカニズムを探求　鳥居 俊 氏

■  スポーツ障害の早期発見・早期治療を目指して。現場と医療をつなぐエコーのポテンシャルとは　山田 唯一 氏

■  離島は20年先の日本の縮図 運動器エコーが拓く地域医療の明日　白石 吉彦 氏

■  超音波診断装置の可能性を広げる「高画質」への飽くなき挑戦　岡田 健吾 ・ 柴田 千尋

■  世界最高峰のプロスポーツを支える画像診断 スポーツ医学の拡充は一般患者のケアにも貢献　Dr. Gil Rodas

■  医療の力を能動的に活用し 進化し続ける隻腕のプロゴルファー　小山田 雅人 氏
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取材日：2024年12月20日（早稲田大学所沢キャンパス）

健康寿命延伸に欠かせない健康寿命延伸に欠かせない

ロコモ予防の重要性ロコモ予防の重要性

健康寿命延伸を阻害する要因には、運動器

疾患が大きく影響しています。要支援・要介

護の原因のTOP3は認知症、脳血管疾患、

骨折・転倒ですが、このうち「要支援」の原因

に絞ると、実は軟骨・筋肉・骨といった運動器

の疾患が半数以上を占めるのです。またこ

の運動器疾患の割合も、高齢者の増加とと

もに年々増えています。

しかし、運動器疾患予防の重要性はそれほ

ど認知されていません。ある調査で高齢者

にどんな病気を心配しているか尋ねると、

がんや心臓の病気と答える方が多く、運動

器疾患と答える人はほぼいなかったそうで

す。運動器疾患は直接的に命にかかわるこ

とが少ないため、一般の人々の意識にのぼ

りづらいという難しさがあります。

そこで、日本整形外科学会では「ロコモティ

ブシンドローム（ロコモ）」という言葉を提

唱。「ロコモーション」つまり「移動する能

力」が低下した状態をロコモと呼び、わかり

やすい概念として注意喚起をしています。

「メタボリックシンドローム（メタボ）」は企

業健診にも取り入れられ広く認知されてい

ますので、この成功例にならう形で言葉を

つくりました。

ロコモの定義や評価基準、自己採点表やト

レーニング方法などをつくり広めていった結

果、高齢者を中心に浸透していきました。し

かし現在でも認知度は50％程度と、特に若

い世代にとってはまだなじみが薄い状態で

す。ロコモは高齢者になって起こる問題です

が、対策は子どものころから意識する必要が

あり、その啓発のために一般の方に向けた

書籍をつくる、市民公開シンポジウムを開催

するなど、さまざまな取り組みをしています。

ロコモ予防に効果的なロコモ予防に効果的な

過去の運動習慣とは過去の運動習慣とは

ロコモの有無と身体活動量を検討した研

究では、ロコモありの群はなしの群に比べ

て身体活動量が少ないことが示されまし

た。また子どものころの運動参加が中高

年以降の運動参加を高めることも明らか

になっています。では、ロコモ予防のため

に過去の運動経験が具体的にどの運動器

に対してどのような効果があるのかという

と、長期間の追跡調査が必要であり、なか

なか証明は難しいのが実情です。ただし、

さまざまな区切り方で調査をすることで、

いくつかの傾向が見えてきました。

たとえば骨と筋肉について。私たちの調査

では、小学生のころから運動をしてきた大

学運動部の選手は、そうでない人よりも骨

密度が高く、筋肉量も多い結果に。

早稲田大学
スポーツ科学学術院 教授

鳥居 俊 氏

Interview日本の平均寿命と健康寿命の差は約10年あり、その間は何らかの支援や治療を受け

ながら生活することになります。健康寿命が長年伸び悩んでいることは、個人のQOL
（Quality of life：生活の質）を低下させるだけでなく、医療費や社会保障費の増大という

社会的な問題にもつながっているのです。この問題をどう解決していくのか、スポーツ医

学の立場から、ロコモティブシンドロームの予防や啓発、運動習慣の重要性について研究

する、鳥居氏にお話を伺いました。

すべての世代の「運動育寿」を目指しすべての世代の「運動育寿」を目指し
ロコモ予防のメカニズムを探求ロコモ予防のメカニズムを探求

❶ー 健康寿命延伸のために ー
運動器領域の健康を保ち いつまでも運動を楽しめる世界へ

健康寿命と平均寿命の推移

資料：平均寿命：平成13・16・19・25・28・令和元年は、厚生労働省「簡易生命表」、平成22年は「完全生命表」
          健康寿命：厚生労働省「第16回健康日本21（第二次）推進専門委員会資料」
出典：令和4年版高齢社会白書（全体版）（内閣府）
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男性で約8年、女性で約12年と、健康寿命と平均寿命の差は長らく縮まっていない。

「関節疾患」は軟骨の問題、「高齢による衰弱」は筋肉の減少、「骨
折・転倒」は骨の問題と捉えると、要支援の原因の1～3位を運動器
疾患が占めているといえる。

注：「現在の要介護度」とは、2022（令和4）年6月の要介護をいう。
出典：2022（令和４）年 国民生活基礎調査の概況（厚生労働省）をもとに株式会社創英作成

現在の要介護度別にみた
介護が必要になった主な原因（上位3位）

2022（令和4）年
（単位：％）

総　数

要支援者

要介護者

認知症 　16.6

関節疾患 19.3

認知症 　23.6

骨折・転倒　13.9

骨折・転倒 　16.1

骨折・転倒　 13.0

　脳血管疾患
 　（脳卒中）

　高齢による
　衰弱

　脳血管疾患
 　（脳卒中）

16.1

17.4

19.0

現在の
要介護度 第 1 位 第 2 位 第 3 位
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取材日：2024年10月22日（さいたま市立病院スポーツ医学総合センター）

早稲田大学 スポーツ科学部
〒359-1192 埼玉県所沢市三ケ島2-579-15

また日本スポーツ協会とJOCは、1964年

の東京オリンピックに出場したアスリートの

追跡調査をしています。2024年で60年間

に及ぶこの調査から、アスリートたちは現

在でも男女ともに骨密度が高く、筋肉量も

多いことがわかっています。これにより、幼

いころから運動習慣があり、かつよりハイレ

ベルな運動をしていた人の方が、骨や筋肉

が維持されることがほぼ証明されました。

ただし、軟骨については詳しいことがまだ

わかっていません。数年前に研究室の大学

院生が、運動の種類とひざ軟骨の厚さにつ

いて調査しました。水泳は軟骨に負荷がか

かりにくいため厚さが保たれるのでは、と

いう予想に反し、水泳選手は一般の人とあ

まり差がないという結果に。一方で球技を

行っている人は軟骨が厚かったのです。こ

の調査で荷重や衝撃があった方が軟骨の

形成によい影響を与える可能性が示唆さ

れましたので、今後は調査の範囲を広げ、

子ども時代の過ごし方と軟骨の関係を調べ

ていきたいと考えています。

また運動習慣が運動器疾患の予防によい

といっても、けがの影響は考慮すべきで

す。学生時代に膝の靭帯や半月板の損傷を

している人は、45歳以上になったときに膝

の痛みを抱えている確率が高いという調

査結果が出ています。運動は運動器の維持

に有効ですが、そこで引き起こしたけがは

将来的に軟骨の減少を招く可能性がある

のです。

生涯続く運動習慣には生涯続く運動習慣には

子ども時代の経験が影響子ども時代の経験が影響

幼少期からの運動習慣が大切な理由とし

て、特に骨への影響が考えられます。人の

一生のうちで骨量が増えていくのは、体が

つくられる成長期の間だけです。筋肉は年

を重ねても増やせますが、20歳以降になっ

て骨を増やしたいと思っても、それは難し

い。骨をつくるには適度な負荷が有効です

ので、子どものうちに運動をすることは、そ

の後の人生にもプラスに働きます。

とはいえ、子どもに「骨が増えるから運動し

ましょう」といっても、やりませんよね。「体

を動かすのは楽しい！」という経験が、自然

と運動習慣をつくっていきます。それには

親や保育園・幼稚園の先生、体育の先生な

ど周囲の大人の対応が重要です。特にポ

イントになるのは体育の授業。日本整形外

科学会が行った調査では、昔体育で嫌な思

いをした人は、その後運動嫌いになってい

る確率が高かったのです。つまり、体育嫌

いが運動嫌いにつながり、ロコモの原因に

なっている可能性があるということ。先生

が順位をつけたり、できない子を叱ったり

するやり方ではなく、できたときに褒めて

あげるなど、教育者の意識を変えていく必

要があります。教育現場への働きかけとし

て、日本臨床スポーツ医学会で「子供の運

動をスポーツ医学の立場から考える」と

いう冊子をつくりました。主に小中学校の

先生に向けた内容で、「子ども目線」での楽

しい体育指導の必要性を説いています。こ

ちらを文部科学省にもっていき、子どもの

ころの活動が将来の

運動器の問題を減ら

せるはずだと伝え、指

導要領にもその考え

方を組み込んでもら

いました。

さいたま市立病院
スポーツ医学総合センター 医長

慶應義塾大学
医学部スポーツ医学総合センター
助教

山田 唯一 氏

Interview運動やスポーツを生涯にわたり楽しむには、けがの予防や早期発見が重要です。キヤノン

では2024年7月に開催された「第12回 平野早矢香杯卓球大会」に協賛し、トークショー

やエコーを使ったデモを実施。けがの正しい知識と予防法について、参加者への啓発活動

を行いました。キヤノンとともに同イベントの企画に携わっていただいた、さいたま市立

病院スポーツ医学総合センターの山田唯一先生に、スポーツと医療のあり方について伺

いました。

生涯にわたるQOLを左右する生涯にわたるQOLを左右する

子どものスポーツ障害子どものスポーツ障害

私はさいたま市立病院に勤務する傍ら、高

校・大学の野球部やプロバスケットボール

チームのチームドクターを兼務していま

す。またNPO法人 埼玉スポーツメディカ

ルサポートの副理事として、埼玉県内のス

ポーツ障害予防のための活動も行ってい

ます。

スポーツを長く安全に楽しむためには、け

がの早期発見・早期治療が欠かせません。

例えば野球肘。外側の野球肘を離断性骨

軟骨炎といいますが、軟骨の損傷から始ま

り、進行するにつれ軟骨がえぐれ、骨の変

形が生じます。初期に見つかれば安静を保

つことで回復しますが、治療が遅れるほど

治るまでが長期化し、さらに手術など侵襲

性が高く負荷の大きい治療が必要になり

ます。子どもがスポーツに打ち込める限ら

れた時間を少しでも長くするために、早期

発見は大切です。また子どものころのけが

が原因で、大人になってからの生活の質が

大きく損なわれてしまうケースは珍しくあ

りません。腰の疲労骨折も子どもに起こり

やすい障害の一つですが、治療が遅れると

60代あたりで骨がずれ、脊椎を圧迫してし

びれや麻痺が起こり、歩行困難になる可能

性もあります。

病院と現場の垣根を超える病院と現場の垣根を超える

エコーならではのメリットエコーならではのメリット

けがの早期発見が重要なミッションのひと

つであるスポーツ医療において、エコーは

医師の大切なパートナーです。利点は数多

くありますが、まず細かな骨の損傷や、靭

帯、筋肉、腱の損傷など、単純X線検査では

映らない部分も描出することができます。

また、リアルタイムで状態を見ながら説明

ができる点も有用です。損傷がある側とな

い側を見比べれば、医療の知識がなくとも

その違いを認識できます。患者さん本人

が自分の状態を正確に把握できることは、

治療方針の大きな説得力になります。

またスポーツ医療の大きな課題として、ス

ポーツの現場との乖離があります。病院に

行くと選手を休ませるよう指導されてしま

うからと受診をためらい、コミュニケーショ

ンが希薄になってしまいがち。現場とうま

く連携するためには、まず信頼関係の構築

が必要です。ポータブルタイプであればス

ポーツの現場にエコーを持ち込むことが

でき、医療側から歩み寄るきっかけになり

ます。病院に行くのは心理的にも物理的に

もたくさんのハードルがありますが、その

壁を飛び越えて検査をすることで、医療へ

のアクセスをもっと身近にしたいと考えて

います。

医療リテラシーが高まり医療リテラシーが高まり

意識が変われば未来が変わる意識が変われば未来が変わる

私は野球肘検診に力を入れており、その最

も大きな目的は、保護者と指導者の意識

改革です。実は検診で見つかる離断性骨

軟骨炎は2～4％といわれており、決して多

くはありません。しかしスポーツ障害に対

する早期の医療アクセスの重要性を周り

の大人が知ることは、障害が見つかった子

どもだけでなく、そのほかの、未来の子ど

もたちを救うことにつながります。

スポーツ障害の早期発見・早期治療を目指して。スポーツ障害の早期発見・早期治療を目指して。

現場と医療をつなぐエコーのポテンシャルとは現場と医療をつなぐエコーのポテンシャルとは

ポータブルエコーを使ったデモンストレーション。キヤノンの装置について山田氏は「見たいものがはっ
きりと見える画質のよさが何よりの魅力。さらなる技術革新に期待している」と語る。

では。ポータブルタイプであれば、遠征先

やトレーニング施設に持っていくこともで

きます。そういった利点から、エコーは治療

だけでなく、スポーツチームのメディカル

チェックにも活用されています。また研究に

おいては、数値の正確性を担保できるだけ

の解像度が必要であり、キヤノンのエコー

は非常に信頼できる装置だと感じていま

す。ぜひ、医療側だけでなく競技選手の声

にも耳を傾け、製品開発に活かしてもらい

たいですね。

「健康育寿」のために「健康育寿」のために

スポーツ医学が担う役割スポーツ医学が担う役割

私がスポーツ医学を志したきっかけは、大

学で陸上競技部に入りトレーニングをする

中で、運動と体の関係に興味を持ったから

でした。当時はまだ筋肉痛や肉離れにつ

いてのメカニズムも解明されておらず、ス

ポーツ選手の課題に対応できる医師が少

なかったのです。その後、日本体育協会の

公認スポーツドクターを取得し、日本陸上

競技連盟のナショナルチームドクターや、

早稲田大学アメフト部のチームドクターと

してアスリートを支えてきましたが、スポー

ツ医学は競技選手のためだけにとどまらな

い学問です。スポーツや体を動かすメリッ

ト・デメリットを分析することで、一般の人

にもそれを応用できます。スポーツ医学は

競技選手のための学問として始まりました

が、選手の競技力を上げることが究極の目

標ではなく、スポーツを通じて人々が健康

で幸福になるためのものだと考えていま

す。この理念を、私は「健康育寿」という言

葉で表現しました。運動の大切さと楽しさ

をスポーツ医学の立場からエビデンスを

もって広めていくことで、より多くの人の幸

せにつながればと願っています。
持ち運べて精緻に見える持ち運べて精緻に見える

エコーは研究にも活躍エコーは研究にも活躍

私たちが運動器についての調査をするの

に、エコーは欠かせない存在です。画像診

断装置には単純X線検査、MRI、CTなどさ

まざまありますが、筋肉や軟骨などの運動

器を解像度高く見たり、患者さんや選手と

一緒に画像を見ながらコミュニケーション

し、その場で評価ができるのはエコーなら

❷ー 健康寿命延伸のために ー
運動器領域の健康を保ち いつまでも運動を楽しめる世界へ
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取材日：2024年9月24日（隠岐広域連合立 隠岐島前病院）

隠岐広域連合立
隠岐島前病院
参与

白石 吉彦 氏

Interview大都市への人口集中と地方の過疎化が進む日本。超高齢社会を迎え、地方医療の在り方

はさまざま議論されてきました。そんな中、日本海に浮かぶ離島から20年以上にわたり

数多くのソリューションを発信し続ける医師がいます。「治療家」を自称し、離島医療の現

場に軸足を置きながら日本の医療課題と向き合ってきた白石氏。これからの地域医療の

キーとなる、総合診療医の在り方と運動器超音波検査（運動器エコー）の関係や今後の展

望まで、幅広くお話を伺いました。

総合診療医が支える総合診療医が支える

地域医療の実態地域医療の実態

隠岐諸島の島前（どうぜん）と呼ばれる地域

は西ノ島、中ノ島、知夫里島から成り、それ

ぞれの島には診療所が１つずつ。私が参与

を務める隠岐広域連合立隠岐島前病院は

唯一の病院で、3島合わせて約5500人の

島民の健康を担っています。ここに来て27
年になりますが、人口は赴任当時から3割ほ

ど減少し、高齢化が進んでいる地域です。

外来患者の多くを占めるのは内科系疾患

ですが、それ以外では腰痛、肩関節周囲炎、

変形性膝関節症など、通常であれば整形外

科に当たる症状での受診が半数にのぼりま

す。当院では2010年にそれまで常勤して

いた外科医が島を去って以来、便宜上、常

勤の総合診療医が外科外来で受けている

という状況です。そもそも大掛かりな外科

手術が必要なケースはめったになく、ほと

んどは運動器疾患。これを私は『整形内科』

と名付け、総合診療医でも診察・治療がで

きる仕組みづくりを続けてきました。

運動器疾患にはエコー診療運動器疾患にはエコー診療

高精度なトリアージにも有効高精度なトリアージにも有効

そのために欠かせないのがエコーの存在

です。かつて運動器疾患にはX線検査が主

流でしたが、今や高性能な装置を使えば神

経や血管、筋肉、腱、靭帯などの状態をリア

ルタイムで確認できます。もちろんエコー

だけで何もかもがわかるわけではありま

せんが、問診、身体診察、各種検査をした

うえであたりをつけ、エコー下で治療する

ことで精度は格段に上がります。例えば膝

の関節注射もエコー下で行うことで、確実

に狙った場所に穿刺することができ、患者

さんの痛みは最小限に抑えられます。また

五十肩など肩の疾患は、とにかく早く治療

することが重要です。肩は動かさなければ

痛くないため、そのまま固まってしまうと処

置が難しくなることも。神経痛の薬はいろ

いろ出てきていますが、局所の痛みは局所

で取る方がベター。正しく診断し、適切にエ

コー下でのステロイド注射などで早期改善

を図ることが患者さんの生活の質向上に

つながります。

離島に限らず、地方の医療機関では適切な

トリアージを行うことも求められるため、そ

の点でも精度の高い診断は重要です。明

確な診断がつけば、アクセスに負担の大き

い本土の病院へ患者さんを紹介するとき

も、自信を持って送り出すことができます。

限られた予算と人員の中で正確に診断す

るための画像診断機器として、当院では80
列のCTと高性能なエコー・内視鏡を揃えま

した。MRIもあるに越したことはありません

が、求める画像をクリアできるスペックを考

えると1.5テスラは必要です。日頃の使用

頻度からMRIは諦め、その分多くのエコー

を導入し、それを使いこなせる教育体制を

つくっています。

患者さんとの対話が患者さんとの対話が

スキルアップを加速スキルアップを加速

患者さんと一緒に画像を見ながらコミュ

ニケーションが取れる点も、エコーのメリッ

トです。CTやX線ではなかなか見えない

1mm以下の肋骨骨折でも、エコーで目の

当たりにすれば痛みの原因が理解でき、納

得して治療に臨むことができます。また島

という小さいコミュニティだからこそ患者

さんともフラットな関係で、効いた・効かな

いというフィードバックは必ず返ってきま

す。運動器のハイドロリリース※などはまだ

充分にエビデンスが確立していない分野で

すから、目の前の患者さんを治せたかどう

かが答え合わせ。実感としては都市部の3
倍のスピードで臨床経験を積めているよう

に感じますね。
※筋膜などを緩めるための注射手技

さいたま市立病院
スポーツ医学総合センター
〒336-8522 埼玉県さいたま市緑区三室2460番地
TEL：048-873-4111

また選手自身がエコーを使った適切な検

査や治療を経験すれば、「レントゲンを撮っ

て何も異常がないから大丈夫」とは感じな

くなります。自分たちの障害の発見にはエ

コーも必要だという認知が広まっていけ

ば、医療側の体制も変わってくるのではな

いでしょうか。注射についても同じです。エ

コー下なら正しい場所に注射ができ、より

よい治療を受けられるというリテラシーを

高めていくことが大切。そのためには、もっ

とエコーが身近な存在であるべきです。産

婦人科で胎児をエコーで診るのが一般的

であるように、運動器領域でも身近で有用

なツールであることを知ってほしいですね。

先日の平野早矢香杯卓球大会のような取

組みは、そういった意味でとても意義があ

ると思います。選手の憧れの存在である

平野さんから、けがをしたら放置せず病院

にいくんだよ、医師は味方なんだよ、と伝

えてくださることは、参加した皆さんにダ

イレクトに響きますから。私も栃木出身で

すので、地元のために何かできるのは嬉し

かったですね。

検診のすそ野を広げ検診のすそ野を広げ

予防へと発展させる予防へと発展させる

前述の通り、スポーツ障害の早期発見のた

めには検診が重要ですが、症状がないと保

険診療にならないこともあり、受診を促す

のは容易ではありません。やはりスポーツ

連盟などの大きな母体が主導し、医師が協

力するという体制が理想的。12球団のジュ

ニアトーナメントでは、メディカルチェック

を受けることが日本野球機構(NPB）から

義務付けられていますが、それ以外の選手

も検診が受けられる仕組みづくりに力を入

れていきたいです。同時に、検診とその後

の治療にきちんと対応できる医師の確保

も欠かせません。検診のマニュアルづくり

や指導など、数だけでなく質を高めていく

活動も継続していきます。

私の講演を聞いたある指導者の方が、最

近病院に来てくださったんです。高校のと

きに肩を傷めて以来思うようにはボール

を投げられなかったそうですが、2回の治

療で劇的に改善。息子さんとキャッチボー

ルをしたら「パパのこんなに強い球、初め

て受けた！」と大喜びしてくれたんだそうで

す。この話を聞いたとき、今までやってきて

よかった、と涙がこみあげましたね。これか

らも、常に勉強を欠かさず、現場との信頼

関係を築き、ゆくゆくはスポーツ障害の予

防まで発展させていきたいです。

隠岐島前病院

島根県

離島は20年先の日本の縮図離島は20年先の日本の縮図
運動器エコーが拓く地域医療の明日運動器エコーが拓く地域医療の明日

運動・スポーツ領域に特化した「スポーツ医学総合センター」。最新の医学知識、医療技術、リハビリテー
ション設備を導入し、スポーツ障害の予防や治療、健康増進を目指している。

2024年7月7日、栃木県鹿沼市で開催された「第

12 回  平野早矢香杯卓球大会」にキヤノンが協

賛。小中学生の選手やクラブのコーチ、保護者に

向けて、平野氏と整形外科医の深澤 真弓氏（済

生会宇都宮病院）によるトークショーを開催しまし

た。スポーツで起こりうるけがや、けがをした際に

医療機関を受診する必要性について、平野氏の選

手時代の経験も交えながら語っていただき、次世

代の健康を守るために子どものころから正しい知

識を持つことの大切さを伝えました。また同時に

開催されたキヤノンメディカル卓球部によるチャ

レンジマッチには多くの小中学生選手が参加し、

実業団選手とのラリーを楽しみました。

オリンピックメダリスト・平野早矢香氏が体験談を語った「平野早矢香杯卓球大会」オリンピックメダリスト・平野早矢香氏が体験談を語った「平野早矢香杯卓球大会」

第12回 平野早矢香杯卓球大会 チャレンジマッチ企画

トークショー会場風景深澤氏（左）と平野氏（右）のトークショー

❸ー 健康寿命延伸のために ー
運動器領域の健康を保ち いつまでも運動を楽しめる世界へ
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隠岐広域連合立 隠岐島前病院
〒684-0303 島根県隠岐郡西ノ島町大字美田2071-1
TEL：08514-7-8211

共有できて教育しやすい共有できて教育しやすい

エコーが『共通言語』にエコーが『共通言語』に

また地域医療にエコーが必要な理由のひ

とつが、診察・治療中の映像を共有すること

ができる点です。当院では医療用画像管理

システム（PACS）を使いデータを転送して

動画を管理しており、それをもとに毎日カ

ンファレンスを行っています。以前私1人で

外来を担当していたときは午前の外来が

夕方までかかることも珍しくありませんで

したが、エコーの技術を周りに伝えていく

ことで対応できる人員が増え、今では医師

に限らずリハビリを行う理学療法士・作業療

法士、看護師もエコーを積極的に活用して

います。今やエコー画像は、治療を行ううえ

での共通言語です。地域医療というとある

一人の医師の頑張りで成り立っている状況

をイメージする方も多いですが、それは決

して健全とは言えません。何とかやりくりし

ていたとしても、もしその医師がいなくなっ

たら無医村と同じになってしまいますから。

誰もがわかりやすいような運動器エコーの

レクチャーを発信しているうちに、ハンズオ

ントレーニングや講演の依頼が全国から来

るようになりました。今でも年に10人以上、

本土から医師が学びに来ています。動画

の公開や本の出版なども行っていますが、

特に2016年にテレビ出演した際は予想以

上に反響が大きかったですね。各地の医療

機関を紹介して振り分けましたが、それで

もトータルで100人以上は本土から患者

さんが来たと思います。一見して診断がつ

かない難しい症状の方ばかりでしたから、

毎週卒業試験を受けているようなプレッ

シャーでしたよ。そのときも運動器エコー

の最前線で活躍する人たちを全国から集

めライブ治療を行うなど、機会を活かして

発信し続けました。「ここに来れば学べる」

と感じてもらえることは、医師の採用にも

大きく貢献しています。44床という規模に

もかかわらず、現在では自前採用で常勤医

が9名在籍。時期によっては、他の病院の応

援に行くこともあります。

総合診療医を増やすため総合診療医を増やすため

楽しむ姿勢で人を育てる楽しむ姿勢で人を育てる

高齢化が進み多死社会を迎える日本の医

療課題は、大きく２つ。まず都市部では膨

大な数の看取りをどうするのか、そして地

方では人口減少の中で医療提供体制をど

う構築するのか。この両方に対する解決策

が、総合診療医を増やすことであり、また総

合診療医が運動器まで診察できるようにな

ることだと考えています。

私は現在、島根大学医学部附属病院の総

合診療医センター長を務めています。隠

岐島前病院に参与として在籍しつつ、週に

2日大学で勤務している状態です。ミッショ

ンは、地域の総合診療医を増やすこと。人

はワクワクしないと動きませんから、セン

ターはカフェ風のポップで明るい内装にし

ました。中山間地域や離島などで活動す

る医師と大学をつなぎ、相互サポートと総

合診療医学の研究を行う「NEURAL GP 

network」というプロジェクトも立ち上げ、

自律的に学び合える仕組みづくりをしてい

ます。その結果、今年57人の専攻医のうち

9人、15.8％が総合診療医を選択しました。

一般的な平均が約3%ですから、驚異的な

数字です。ほかにも卒業した医師たちが働

く病院の経営改革にも携わっており、今後

も多角的な面から地域の総合専門医を増

やすための取り組みを推し進めていきたい

と考えています。

私のモチベーションは好奇心。もともと医

師を志したのも、「旅人になりたかった」と

いう理由ですから。旅先で人を治療してお

金を稼げば、いくらでも旅を続けられるで

しょう？まず自分が楽しむ気持ちを大切に、

ワクワクを伝えていくことで日本全体の地

域医療に貢献していけたらいいですね。キ

ヤノンには、より現場で使いやすく、教育に

つながる機能を備えたワクワクする製品開

発を期待しています。

エコーを使った根本治療が元気の源エコーを使った根本治療が元気の源

先生は島民皆にとっての恩人です先生は島民皆にとっての恩人です

隠岐の島は漁業や畜産業、観光業がメインですから、体を

使う仕事に就く多くの人が隠岐島前病院にお世話になっ

ています。私は週1回ほど腰の治療で通っており、リハビリ

とエコー下注射を併用し、80歳になる今でも現役で牛飼

いの仕事に励んでいます。昔は痛み止めの薬をもらう程

度でしたが、今は痛みの根本を突き止めて治療してもらえ

ます。白石先生がいてくださることが、私を含め島民が元

気に暮らせている理由のひとつになっているのは間違い

ありません。ちなみに最近では牛の肉質を見るのにもエ

コーを使うんですよ。エコーは私たちのくらしのいろいろ

なところで役立っていますね。

専業畜産農家

柴崎 敏 さん

Interview

取材日：2024年10月17日（キヤノンメディカルシステムズ株式会社 本社）

キヤノンメディカルシステムズ株式会社
超音波開発部 
超音波プローブイノベーションプロジェクト

岡田 健吾（右）

超音波開発部 映像化技術開発担当

柴田 千尋（左）

Interviewキヤノンは1966年に初めて超音波診断装置（以下エコー）を発売して以

来、50年以上にわたってその進化を支え、今日ではAIを用いたイメージ

ングや診断サポートなど、さまざまな最新鋭の技術開発をしています。

今回お話を聞いたのは、装置の根幹ともいえるプローブ、そして映像化

技術の開発に携わる2名。入社から15年以上開発を続けるプロフェッ

ショナルが、エコーに求められる役割や開発秘話を語ります。

機能向上で広がる可能性機能向上で広がる可能性

エコーの利点と課題とはエコーの利点と課題とは

柴田　私は画像そのものをつくる、映像

化技術の開発を担当しています。プローブ

から受信した信号をもとに、断層像だけで

なく3D・4D画像や血流像をより鮮明に示

すことで、診断に役立てていただく仕事で

す。エコーの最大の特長は、体に負担を与

えにくい低侵襲性と、その場ですぐに画像

を得られる即時性。性能の向上でさまざま

な部位に使用できるようになったこともあ

り、特に外来での活用の可能性が広がって

います。

一方でエコーには扱う難しさがあります。

臓器や組織を超音波で見た経験がなけれ

ば、それが何なのか画像からは判断できま

せん。プローブの当て方一つで得られる画

像が変わることもあり、指導者を含め学ぶ

機会がなければ習得しにくいツールである

ことは否めません。そのため近年では患部

や臓器・組織を色付けするAI技術など、診断

をサポートし、誰もが使いやすく、客観性を

得られる機能開発にも力を入れています。

見える深さと画質を両立させる見える深さと画質を両立させる

装置開発の難しさ装置開発の難しさ

柴田　開発へのご要望として多いのは、

「トレードオフの関係を両立させたい」と

いうオーダーです。超音波は原理上どうし

ても減衰、つまり伝わっていく中で強度が

低下していくため、体の深部まで見る場

合は画質が犠牲になります。それを深い

ところまでいかにきれいに見えるようにす

るか、というのが我々の永遠のテーマ。心

臓、腹部、乳腺、胎児など、何を見るかで必

要な「深さ」は異なります。各領域に応じ

た深さの中での最良の画質を求め、医師

とコミュニケーションをとっています。

難しいのは、私たちが思っている「いいも

の」と、医師が感じる「いいもの」を一致さ

せていくことにあります。たとえば白黒が

ハッキリした画像の場合、ある組織の構

造はよく見えますが、本来グレーで表示さ

れるはずのその他の情報が失われてしま

うデメリットも。またアーチファクト※1は少

ない方がいいと考えがちですが、アーチ

ファクトによって見つかる病変もあり、そ

れは消してはいけない情報なのです。国

によっても求められる条件は多岐にわた

りますので、まさに千差万別、よりよい画

像への追及に終わりはありません。アプリ

ケーションスペシャリストとも連携しなが

ら日々開発を行っています。

岡田　珍しいケースですが、患者さんから

直接お声をいただくことも。特に私の担当

するプローブは患者さんに直接当てる部

分ですので、性能だけではなく感触などの

要望にも耳を傾けることを大切にしてい

ます。
※1：生体やプローブ起因で発生する余計な信号により、
       実際には存在しないのに表示されてしまう虚像

  「不可能」から始まった「不可能」から始まった

高周波プローブの開発高周波プローブの開発

岡田　私はプローブの開発を担当してい

ます。プローブとは体に当てる部分を指し、

この装置から超音波の照射と受信を行い

ます。わかりやすい例としては、カラオケ

のスピーカーとマイクが一体になっている

イメージです。プローブからの信号を映像

化するわけですから、そのデータの精度は

画質と直結します。高精細な画を得るため

に、プローブは非常に重要な役割を果たし

ています。

超音波診断装置の可能性を広げる超音波診断装置の可能性を広げる
「高画質」への飽くなき挑戦「高画質」への飽くなき挑戦

画質と深さは
トレードオフの関係
周波数（Hz）とは1秒間に振動
する波の数。周波数が高い（高
周波）と分解能がよく高精細な
画像を得られるが、体の深部に
は超音波が届かない。一方周波
数が低い（低周波）と体の深部
まで届くが、精細な画像を得に
くいというトレードオフの関係
がある。

高周波
浅い部位：

甲状腺、乳腺など

低周波
深い部位：

肝臓、腎臓など

波長が長い波長が短い

低周波高周波

❹ー 健康寿命延伸のために ー
運動器領域の健康を保ち いつまでも運動を楽しめる世界へ
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岡田　当社は画質には実直にこだわり続

けており、10年ほど前に手掛けた高周波

プローブ開発も、画質向上のイノベーショ

ンとして重要なプロジェクトでした。高周波

プローブとは、高い周波数でより高精細な

画像を得るためのプローブで、乳腺や運動

器など比較的浅い部分を診るのに適して

います。当時最高の周波数が12MHzでし

たが、この倍にあたる24MHzが目標。しか

しこれは不可能に近いものだったんです。

理論上は可能でも、形にするのがとても難

しくて…。振動を伝える部分を「振動子」と

いいますが、物理的に周波数が上がると振

動子は薄くなります。腹部用のプローブと

比べるとかなり薄く、髪の毛よりも薄い振

動子が必要でした。プローブを構成するあ

る一部品を作ることが非常に難しく、部品

を作るところから始めました。部品ができ

た後も、今度は加工に苦戦。その後は試行

錯誤を続け、サンプルが完成するのに約

2年かかりました。しかもそのサンプルを

KOL※2の先生に評価していただく1週間前

に大掛かりな調整が必要になり、全リソー

スを集中し完成させた、なんていうエピ

ソードもありましたね。

柴田　あまりにも画期的なプローブだった

ので、装置側も対応できる専用の設計を一

から考えて組み合わせました。当初は10
個つくって何個モノになるかという状態で

したが、計画的に製造できるよう改善して

いきました。

岡田　KOLの先生からも好評でした。同じ

タイミングで改良した低周波プローブの

評価もいただいたのですが、先に高周波

プローブをお見せした影響か、そちらの評

価が下がってしまったんです…。相当よく

なったはずなのですが、見せる順番を間違

えた！ と後から悔やみました（笑）。
※2：Key Opinion Leader（キーオピニオンリーダー）
       の略。その分野で大きな影響力を持つ専門家

高周波プローブの登場が高周波プローブの登場が

医療にもたらした変化とは医療にもたらした変化とは

柴田　この高周波プローブを目玉として

搭載した新製品は、当時かなりのインパク

トを与えました。乳腺や運動器領域で新

たにご導入いただける施設が増えただけ

でなく、とにかく画像がきれいだから、と

深部の診察でも工夫して使うケースがあ

りました。

岡田　整形外科領域だと、ミリ単位の骨

折も見えるようになりました。両方の手の

同じ部分をそれぞれスキャンして見比べ

ることで、患者さんにもその差がハッキリ

とわかり、治療の説明がしやすいというお

声をいただきましたね。その後もう一段

周波数の高い33MHzのプローブを開発

したのですが、それは皮膚科で活用され

ています。評価の中で皮膚がんが真皮側

と表皮側のどちらに進んでいくのかを見

ることで、悪性度を見極めることができる

可能性があるとコメントをいただきまし

た。組織を採らなくても、超音波を当てれ

ば血管が走っている様子がわかり、皮下

5mmの世界を精細に見ることができま

す。皮膚科での活用はまだメジャーではあ

りませんが、今後広がっていく可能性も高

いのではないでしょうか。

  「「画質」へのこだわりは画質」へのこだわりは

キヤノンの一丁目一番地キヤノンの一丁目一番地

柴田　他社もここ最近になって高周波プ

ローブを販売していますが、まだまだ私た

ちにアドバンテージがある印象です。キヤ

ノンは昔から「高画質」にこだわって開発を

続けており、そのために最も重要な生体か

らのデータをいかに精緻に取得するかを

突き詰めてきました。フィルターをかけて

画像を見やすくする処理もありますが、元

のデータの状態がよくなければ正しい表

現はできません。以前よりは見やすさを重

視する傾向が強まっていますが、できるだ

け信号を欠落させない方向で調整を行っ

ています。

やはりエコーを全身に使ってみたい、とい

う先生は多いですね。たとえば骨の「がん」

の診断において、骨に入り込む血流が見え

れば大きな手助けになります。骨は硬いの

で真っ白に映ってしまうのですが、ゆくゆく

は骨と血流の微妙な色の差を表現できる

ようになればと思っています。

岡田　ものづくりをしたかった私が就職先

に医療機器メーカーを選んだ大きな理由

は、患者さんだけでなく、医療従事者も手

助けできる存在だから。病気やその不安を

抱える患者さんの一刻も早い回復のため

に、医師を含めた皆さんをキヤノンの装置

でサポートしていきたいです。

FCバルセロナ
医療ディレクター

Dr. Gil Rodas

Interviewキヤノンメディカルシステムズは、FCバルセロナ、レアル・マドリードCF、マンチェスター・ユナ

イテッドなど、世界トップクラスのプロスポーツクラブと提携し、最新の画像診断機器を提供。

日本国内でもプロスポーツチームのクリニック運営をサポートするなど、スポーツ医学の発

展と、その知見を一般の患者さんに活かすことでの健康寿命延伸を目指し活動しています。

スポーツ医学の第一人者であり、FCバルセロナで医療ディレクターを務めるDr. Gil Rodas
に、プロスポーツにおける画像診断の重要性や、スポーツ医学の可能性について伺いました。

高性能な画像診断機器は高性能な画像診断機器は

けがの予測や診断に必須のツールけがの予測や診断に必須のツール

プロスポーツ選手へのサポートで重要な

のは、けがをする前の兆候を把握するこ

と、そしてけがから最短で復帰することで

す。まず、けがの予測には２つのポイントが

あります。１つは選手の主観的な感情を分

析することです。そのためには、医師、理学

療法士、ストレングスコーチ、ロッカールー

ムにいる全員が、毎日選手の気持ちに耳

を傾ける必要があります。そして2つめは、

選手自身が感じている身体的な違和感を

知ることです。どこが固い、異常を感じると

いった主観的な感覚を捉えることはもちろ

ん重要ですが、一方で客観的なデータも欠

かせません。エコーなどの画像診断に加え

て、体の組成を解析するために、尿検査や

唾液検査を行うこともあります。

そしてけがの早期回復には、迅速な診断

が重要です。超音波やMRIを用いて24時

間以内に検査を行い、損傷のメカニズムや

選手の特徴、身体検査をふまえて診断しま

す。この点でキヤノンとのコラボレーショ

ンはとても有意義です。今日における最新

かつ最高の画像診断機器を得たことで、

けがの正確な診断ができると同時に、こ

の環境ならではの研究も可能にしました。

ロッカールームから15ｍの場所にMRIを

設置することで、試合を終えたわずか10
分後に検査を行い、選手の筋肉の活性化

プロセスを知るための優れた画像を得る

ことができたのです。

さらに、いかに治癒過程を短縮するか、と

いう観点もあります。PRP（Platelet-Rich 

Plasma：多血小板血漿）療法やその他の新

しい治療法なども登場していますが、現時

点では治癒期間短縮に有効な治療法は存

在しません。生物学的な治癒過程を考慮

すれば数週間～数か月かかる可能性があ

り、それを正しく推し量ることが最も重要

なのです。

スポーツ医学の普及によってスポーツ医学の普及によって

慢性疾患の予防・治療が進化する慢性疾患の予防・治療が進化する

FCバルセロナが2017年に立ち上げた

「バルサ・イノベーションハブ（ B a r ç a 

Innovation Hub）」は、同クラブが培って

きたプロフェッショナルなスポーツの専門

的知識の提供・共有を行うためのプラット

フォームです。ウェブサイトではスポーツ

医学、スポーツ栄養学、心理学、分析学な

ど、さまざまな分野の教育プログラムを公

開しています。FCバルセロナは素晴らしい

研究所であり、選手たちと行った研究成果

は、国際的な科学分野の論文として発表し

ています。これらはスポーツ界における大

きな知見となるでしょう。

「スポーツ医学」とは、アスリートのための

分野であると考える人が多いかもしれませ

ん。確かに、アスリートの健康を保つ方法、

重度のけがのリスクを最小限に抑える方

法、パフォーマンスを向上させる方法など、

アスリートに役立てるための研究が中心で

す。しかし一方で、スポーツ医学は一般の

人々のケアにも活用できます。運動は万病

に効く薬のようなものであり、慢性疾患の

予防や治療には欠かせません。これはスペ

インの保健当局も常に強調している、疑い

ようのない事実です。スペインにスポーツ

医学の専門医は決して多くありませんが、

高齢者や慢性疾患を持つ患者さんに対し

て最適な運動処方を提供できるよう、その

知見を広める努力をしています。私は循環

器内科医や神経内科医と知識を連携し、さ

まざまな患者さんへの最適な処方プロト

コルをつくる取り組みもしています。残念

ながら現在ではスポーツ医学部門を持た

ない病院が多いのが実情ですが、今後世

界中の総合病院にスポーツ医学科が常設

され、多くの患者さんを救うことを願って

います。

取材日：2024年7月26日（オンラインインタビュー）

世界最高峰のプロスポーツを支える画像診断世界最高峰のプロスポーツを支える画像診断

スポーツ医学の拡充は一般患者のケアにも貢献スポーツ医学の拡充は一般患者のケアにも貢献

プローブの要「振動子」
プローブの先端には「振動子」と
いうパーツが並んでいる。電気信
号によって振動子が振動すると超
音波が発生し、体表から体内の組
織まで超音波が到達する。組織で
反射した超音波はまた振動子に到
達し、振動が電気信号に変換され
画像として表示される。送信＝ス
ピーカー、受信＝マイクと捉えると
わかりやすい。

プローブ

髪の毛より薄い

受信
（マイクの役割）

送信
（スピーカーの役割） 照射

電気信号

反射

画
像
化

組織

組織

体表

振
動

子
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プロゴルファー

小山田 雅人 氏

Interview2015年から、キヤノンメディカルシステムズとスポンサー契約を結んでいる小山田 雅人

プロ。栃木県出身の小山田氏は、障がい者ゴルフの世界ランキング76位、アジア3位の

記録を持つ、日本を代表するパラアスリートの一人です。ハンデを乗り越え幼少期から

どのようにスポーツと向き合ってきたのか、またプロゴルファーへの道のりや、闘病を

通じた医療との向き合い方についてお話を伺いました。

応募
方法

投稿先 ： 
Made for Life Magazine 事務局
CMSC-mfl@medical.canon
※編集部の都合により、応募を締め切ることが
　ございますがご了承ください。 

応募について 
• デジタルカメラで撮影されたデータ(jpgまたはpng形式)を
  オリジナルサイズ(実際のサイズ)、非圧縮でお送りください。
• 応募作品の構図(たて•よこ)は不問です。
• 応募点数は何点でもOKです。

• データの返却はしませんので、ご了承ください。
• 360文字以内で写真に込められた想いを
  お寄せください。

①ご応募いただいた情報の弊社における取り扱いについて
読者の皆様からご応募いただいた上記の写真やコメント等（以
下「応募情報」といい、投稿内容により個人が推定又は特定で
きるような情報や写真掲載者の肖像権、写真撮影者の著作権
等を含みます。）については、弊社が以下の内容でお取り扱い
させていただきます。ご応募いただく場合は、この取り扱いに
ご承諾いただいたうえでご投稿をお願いします。
• 応募情報は、ご応募いただいた方と弊社、弊社グループ、キヤ
ノングループ社員との間の情報共有を目的として、弊社が発
行する「Made for Life Magazine」の「あなたに伝えたい
ワンショット！フォトコンテスト」（以下「本件コンテスト」といい
ます。）への掲載に使用させていただきます。ただし、この使用
目的以外での使用は一切行いません。
• 応募情報については掲載に際して、写真等の応募情報を複
製する場合がありますし、コメント情報については内容の整理

や整合などで一部修正する場合があります。
• 「Made for Life Magazine」は、弊社、又は弊社、弊社グ
ループ、キヤノングループの社員が紙媒体又は電子媒体で国
内・海外の医療従事者向けに配布又は配信いたします。
• 応募情報の使用期間は、無期限とさせていただきます。
• 応募情報の本件コンテストへの掲載については、弊社がその
採否を判断させていただきます。このため、応募情報が採用さ
れない場合もありますのでその際はご了承願います。
• 応募情報の本件コンテストへの掲載が決定した場合、原稿段
階のゲラ刷り情報をご応募いただいた方に事前にご提供いた
しますので、ご確認をいただきますようお願いします。
• 応募情報は、弊社にご提供していただく方法で受領させてい
ただきますが、弊社で目的外利用がなされないよう適切に管
理するとともに、一定期間経過後に弊社の判断で適切に削除
等の処分をいたします。

• 応募情報に個人情報が含まれる場合、弊社は「個人情報保護
方針（弊社ホームページ掲載：個人情報保護方針 (medical.
canon)）」に従って個人情報を取り扱います。
②ご投稿に際してのご依頼事項
• 応募情報については、投稿者のご自身のみならず、写真に明確
に映っている方や写真を撮影された方、投稿内容から推定又は
特定される方に対しても、上記①の取り扱いについてご承諾を
いただいたうえでご提供をお願いします。弊社としては、投稿さ
れた方がご自身を含めこれらの方々に上記①の取り扱いについ
て承諾を得た上で投稿していただいたものとみなし、使用させ
ていただきます。
• 以下の(応募情報に関する注意事項)に反することのないよう
お願いします。この注意事項に反するような応募情報について
は弊社において非採用とする場合がありますのでご了承願い
ます。

（応募情報に関する注意事項）
• 個人が明確に特定できるものではないこと
• 他人が不快になる内容ではないこと
• 他人の財産やプライバシーを著しく侵害するようなものでは
ないこと
• 犯罪に結びつく、または助長されるようなものではないこと
• 公序良俗に反するものではないこと
• 他人の名誉を棄損し、又は他人を誹謗中傷するものではない
こと
• 応募者以外の第三者が投稿するものではないこと
• 危険な場所や立ち入りが許されていない場所から撮影されたもの
ではないこと
• 著作権や肖像権などの権利を侵害するものではないこと
• 法律等に反するものではないこと
• その他、一般的な常識の範囲を逸脱したものではないこと
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その“一瞬”
をとらえる

あなたに伝えたいワンショット！

フォトコンテスト One Shot 5t h

医療従事者の皆様、販売会社・キヤノンメディカルシステムズ社員の皆様をはじめ、
読者の皆様からご応募いただいたお気に入りのお写真をご紹介するこのコーナー。
今回は、ひとすじの閃光のように空を翔け昇る戦闘機をとらえた一枚です。
ワンショットに込められた想いと共に、ぜひお写真をお送りください。
ご応募をお待ちしています。

ハンデを乗り越えることでハンデを乗り越えることで

成長し続けた少年時代成長し続けた少年時代

私は2歳のときに事故で右腕を無くしまし

た。ただ当時のことは覚えていないので、生

まれつき片腕がない中で生きてきたという

印象です。家族も私を特別扱いすることは

一切なく、ほかの兄弟と同じように家業の手

伝いでも何でもやってきましたので、自然と

「無いからできない」ではなく、「無いからど

うするか」と考える癖がついたと思います。

スポーツも同じです。小学校3年生くらいか

ら父とキャッチボールを始め、4年生で野球

部に入りました。でもコーチは片手がない私

にどう野球を教えたらいいかわからず、最初

は球拾いばかり。そこで父と一緒に試行錯誤

して、片手でも野球ができるように練習しま

した。そこからメキメキと存在感を上げ、6年

生では4番バッターに。他のスポーツでも、

私は割と何でも上手にできたんですよね。

サッカー、テニス、バドミントン、陸上も。常に

工夫することや、健常者と肩を並べられるよ

う人一倍練習するのが当たり前だったから

かもしれません。

ゴルフと出会い打ち込む中でゴルフと出会い打ち込む中で

人生の新たなステージへ人生の新たなステージへ

片腕の野球選手としてメディアからも注目さ

れていましたが、その分批判や中傷も多くあ

りました。個人スポーツを探していた中学3年

生頃にゴルフに出会い、父のクラブで素振り

をしたり、近所の田んぼをホールに見立てて

練習したりしていました。本格的にゴルフに

打ち込むようになったのは、19歳で就職して

から。人を観察するのが好きなので、周りで

練習している人を見て、どこが違うのかを研

究し、自分のスタイルを確立していきました。

闘病に次ぐ闘病生活闘病に次ぐ闘病生活

後悔のない選択が未来をつくる後悔のない選択が未来をつくる

栃木県内のアマチュア大会で優勝争いがで

きるようになってきた頃、仕事中に経験した

ことのない頭痛に襲われ、翌日すぐ病院へ。

その結果、脳腫瘍が見つかりました。もう長

くないかもしれない、と思ったとき、残りの人

生をどう生きるか考えたのです。まだ幼い娘

に父親の思い出を残すとしたら、「片腕のプ

ロゴルファー」がいい。悔いが残らないよう

に生きようと、プロの道を志すことを決めま

した。でも、妻を説得するのに1年かかりまし

たけどね（笑）。

プロに転向して4日目に心筋梗塞、4年後に

は脳梗塞と、その後もたびたび大きな病気

に見舞われました。しかしどちらも体の異変

をいち早く察知し、すぐ病院に行ったために

早期発見・早期治療が叶い、幸いにも命をつ

なぐことができています。治療を受けるうえ

で大切にしているのは、自分が納得して臨め

るかどうか。脳腫瘍のときはセカンドオピニ

オンで選んだ専門医のもと覚醒下での開頭

手術を行い、摘出を最小限に抑えることがで

きました。開頭箇所の髪の毛を1cmの幅で

剃ったのみという技術力には驚きましたね。

３つの病気それぞれに主治医がいますが、

海外遠征に行くとなれば念のために英語の

紹介状をご用意いただいたり、紛失に備え

て予備の薬を処方してくださったりと、プロ

ゴルファーとしての活動をよくご理解くださ

り、親身に支えていただいています。

また通院している病院には系列のトレーニ

ング施設があり、リハビリとトレーニングを

両方行っています。病院と連携し、細やかに

フォローしてもらえるのも有難い点です。ド

ライバーをリハ室に持ち込み、心拍を測定し

ながらスイングをして、ゴルフができる状態

なのか確認してもらったこともあります。

常にチャレンジし続けるためには常にチャレンジし続けるためには

体としっかり向き合って体としっかり向き合って

スポーツを長く楽しむためにおすすめした

いのは、毎日適度に体を動かすこと、そして

検診をしっかり受けることです。「まだ元気

だから大丈夫」と高をくくらず、自分の体と

向き合い続けることで、さらに挑戦を続けて

いきたいですね。

取材日：2024年10月4日（キヤノンメディカルシステムズ株式会社 本社）

❻ー 健康寿命延伸のために ー
運動器領域の健康を保ち いつまでも運動を楽しめる世界へ

医療の力を能動的に活用し医療の力を能動的に活用し
進化し続ける隻腕のプロゴルファー進化し続ける隻腕のプロゴルファー

アクティブアクティブ

キヤノンメディカルシステムズ株式会社 中四国支社

石井 健司さん

戦闘機は一瞬で過ぎ去ってしまいます。その一瞬を如

何に止まっているかのように撮影できるか、というのが

戦闘機撮影の世界です。それはC T 装置で心臓撮影を

するのと非常に似ていて、親近感が湧いてきます。

この写真は、１秒間に10 コマ連続撮影ができる、キヤ

ノンEOS7D MARK Ⅱという機種で撮影しました。戦

闘機撮影には優れた連写性能が要求されます。そして

C T の心臓撮影も同じく、早い心拍から如何にして止

まった画像を撮影できるのかが要求されます。

また戦闘機を撮影した後に数百枚の画像の中から止

まっている画 像を見つけ出し、RAW DATA から画 像

再構成をするのは、心臓C T の位相検索をして画像再

構成するのと全く同じだと思います。

私が戦闘機撮影に心惹かれるのは、自分が販売する X 線

C T 装置と撮影手法などが似ているからなのかもしれ

ません。
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医療とスポーツの融合で健康格差を解消
ウェルビーイングを支え、医療課題に貢献する

イギリスはNHSという公的医療保険制度によって、国民が平等に医

療サービスを受けることができますが、一方でさまざまな課題も抱

えています。ライフスタイルの変化や寿命の延伸に伴い増加する

患者数に対して、医療リソースが不足。また日本と同じくイギリスの

経済成長は鈍化しており、増大する医療費をいかに抑えるかという

問題にも直面しています。その対策として病気の早期発見はもち

ろん、健康な状態を維持することはウェルビーイングの観点からも

重要です。私たちは製品を通じてこれらの課題に多くの貢献をして

いますが、さらに一歩進んだ取り組みとして、シェフィールド市への

アリーナ建設の産官プロジェクトに参画し、Canon Medical Arena
（キヤノンメディカルアリーナ）と名付けることとなりました。

当アリーナは、民間の医療機関とスポーツ施設を統合した非常に

ユニークなスポットです。3面のバスケットボールコートでは我々

がスポンサーを務めるプロバスケットボールチーム「シェフィール

ド シャークス（男子）」「シェフィールド ハッターズ（女子）」の試合

や練習が行われ、さまざまなスポーツイベントを開催。2 階のスタ

ジオではヨガなどのプログラムが実施され、地元の人々が参加し

ています。

アリーナ設立の目的の一つは、シェフィールドの健康格差の是正で

す。イギリストップクラスの優秀な大学であるシェフィールド大学が

あり、地域のおよそ20％の人々は高い水準の教育と収入を得てい

ますが、一方で地場産業である鉄鋼業の衰退と共に貧困問題が発

生。健康寿命を比較すると、最も裕福な人と最も貧しい人で、最大

25年もの差があるのです。貧困層の病気の原因として、「肥満」「運

動不足」が大きく影響しています。医療機関だけでなくスポーツ施

設へのアクセスを容易にすることで、そのギャップを埋めることが

できるのではと考えました。

さらにアリーナでは、地元の子どもたちに対して、RESPECTプログ

ラムを提供しています。これはシャークス、ハッターズという人気プ

ロバスケットボールチームの選手との楽しいセッションと、ワーク

ショップを組み合わせたものです。建設的なエネルギーの発散、コ

ミュニティの構築、いじめや健康についての学びによって、犯罪に

手を染める若者を減らし、スポーツで社会変革を促進します。男女

両方の選手たちがよいロールモデルとなることで、ジェンダー平等

を促す狙いもあります。このプログラムは非常に大きな効果を生

み、これまでに約5,000人の子どもたちが参加しました。

アリーナにおける医療サービスの面では、キヤノンの高性能なMRI
やCT、X線装置、エコーを導入し、質の高い検査と治療を行ってい

ます。政府が力を入れている前立腺がんの診断センターとしても

機能し、病気の早期発見・早期治療に貢献しています。また、スポー

ツ医療においても重要なポジションを担っており、シャークス、ハッ

ターズの選手はもちろん、サッカー、ゴルフなど、多くのプロスポー

ツ選手たちが検査や治療を受けに訪れます。現在では画像診断技

術を駆使することで、選手たちの将来のけがを予測できる可能性

が見えてきました。さらに複数の大学と連携し、プロスポーツの知

見を一般の人々に展開するための研究も進んでいます。

私たちが行うすべてのことは、健康寿命を延ばし、生活を改善し、命

を救うことを目的としており、それがお客様との長期にわたる絆を

つなぐ礎になっています。製品はもちろん、さまざまな取り組みを

通じてこれからもMade for Lifeを体現していきたいです。

取材日：2024年11月15日（オンラインインタビュー）

3

2 4

Canon Medical Systems Ltd. （英国法人）　
キヤノンメディカルアリーナのバスケットコートにて撮影

キヤノンメディカル
アリー ナ のコミュ
ニティリンクで開催
された、RESPEC T
プログラムのワン
シーン。

あなたの街の
Made for Life
Vol.5

#イギリス UNITED KINGDOM

1

1 プロバスケットボールチームで
あるシェフィールド シャークスと
シェフィールド ハッターズの公式新
本拠地でもあるシェフィールド。

23 シェフィールドオリンピックレ
ガシーパーク内に立つ、多目的ス
ポーツ施設と医療診断センターを
備えたキヤノンメディカルアリー
ナ。ウェルビーイングとスポーツの
融合を目指し、2023年に建設さ
れた。

4 プライベートでは日常的に散歩
を楽しんでいるというMark。休日
には住まいの近くであるコッツウォ
ルズを訪れ、妻と一緒にパブでラン
チをするのがお気に入り。

NHS TrustのCTスキャン部門を率いる放射線技師
として医療の現場で研鑽を積み、またヘルステック企
業でマネージャー職を歴任した経歴も持つ。キヤノン
メディカルシステムズの英国法人に入社後は、ハイエ
ンドCTの普及のためヨーロッパ各地を回り、現在ま
でマネージングディレクターとして活躍。

Canon Medical Systems Ltd.
Managing Director

Mark Hitchman

●ウェルビーイング（Well-being）
個人、コミュニティ、国家として、身体的・精神的・社会的に良好な状態に
あること。また、それが将来的に持続可能であること。イギリスではウェル
ビーイングを数値化し、国の政策運営に活用している。

ロンドン

Canon Medical Systems Ltd.

コッツウォルズ

シェフィールド



18 ・ Made for Life Magazine Vol. 005 ・ 19

この１本に炭水化物、良質なタンパク質、カルシウム、鉄、βカロテン、ビタミン B・C・K、
カリウム、亜鉛、葉酸といった多くの栄養素が含まれています。栄養素が相互に働き合って体
の動きを円滑にするだけでなく、ナッツやじゃこの噛みごたえが心地よい咀嚼を促し、腸内環
境を整える作用も期待できます。

＜ケチャップライス＞
たまねぎ ··· 中 1/6 個
エリンギ ··· 中 1/3 本
パセリ ······ １ 枝分
サラダ油 ··· 小さじ 1/2
鶏ひき肉 ··· 大さじ 1 と 1/2

塩 ··············· ひとつまみ
こしょう ······ 少々
ごはん ········· 120g（ 小盛り1膳 ）
ケチャップ ··· 大さじ 1 と 1/2

＜薄焼き卵＞
卵 ··········· 1 個
塩 ··········· 少々
サラダ油 ··· 適量

＜具材＞ ※お好みで
ちりめんじゃこ ················· 2 つまみ
とろろ昆布 ······················ 2 つまみ
スライスチーズ ················ 1 枚
お好みのナッツ （ 砕いたもの ）··· 大さじ 1/2

材料
（1本分）

＜ケチャップライス＞
❶  たまねぎ、エリンギは粗みじん切りにする。
　 パセリは、太い茎をはずして粗みじん切りにする。
❷ フライパンを熱してサラダ油を引き、たまねぎ、
　 エリンギを炒める。
❸  鶏ひき肉、塩、こしょうを加えてさらに炒める。
❹ 全体に火が通ったら、ごはんを加えて2～3分ほど
　 炒める。
❺ パセリとケチャップを加えて炒め、全体的に混ざったら
　 火を止めてフライパンから取り出し、粗熱をとっておく。

作り方

忙しい毎日を乗り切るためにも、食事は気を
付けたいポイント。食を通じた健康サポート
を行う、日本栄養士会認定「認定栄養ケア・
ステーション 食サポートHabit」代表・安西
仁美さんがご提案する、手軽に食べられる＆
栄養バランスのよいレシピをご紹介します。

管理栄養士 健康運動指導士  安西 仁美さん

ラップで包み、両端をキャンディのようにひねってお
くと形が安定します。そのままバナナのように端から
むけば、こぼれにくく食べやすいのでおすすめです。

ワンポイントアドバイス

編集スタッフが作ってみました！

ナッツとじゃこの食感がアクセントに！

具材もアレンジしやすいので、いろいろなバリエーションが楽しめそうです。

骨、筋肉、神経系にアプローチ！

One-Handed
Meal Recipe

休憩時間にサクッと食べられる！

ワンハンドミールレシピ
Vol.5
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本号では、日本から遠く離れた地にも息づくMade for Lifeの
志をご紹介でき、嬉しく思います。Well-beingという言葉が
WHO憲章に登場して約80年、健康や福祉のみならずさまざま
な分野で耳にする言葉となりました。この機会に主観的Well-
beingを考えてみてはいかがでしょうか。

グローバルマーケティング部　田中 えり香

スポーツと健康と医療、誰にとっても身近なことについてクロー
ズアップ。元気よく暮らしていくためにとても大切なことで、私自
身も生活を見直す機会となりました。ぜひ、本号をお読みいただ
き、運動の大切さ、運動を続けるためのけがの予防などを身近な
人と話して、体を動かしにいきましょう！

営業企画部　小椚 淳

スポーツや仕事に打ち込み、健康で元気に人生を楽しむには？
スポーツ医学、離島医療、運動器エコー、パラスポーツなど、それ
ぞれのエキスパートの取り組みを紹介した本号にはヒントがたく
さん詰まっています。ご自身に当てはまるヒントを探しながら読
んでいただけたら嬉しいです。

広報室　鈴木 順子

「尊い命を守る医療に貢献し、お客様と共に歩み成長していくた
めの私たちの活動を、可視化し、解像度を上げよう」。異なる部門
が2年前に集まり、小児検査、新型コロナウイルス感染症、救急外
傷、医療被ばくをテーマに取り上げ、今回は健康長寿です。これか
らも社会課題に取り組む私たちの活動をご紹介していきます。

営業企画部　宮谷 美行

編集後記

当社のプライベートセミナーや当社が共催する学
会・共催学術セミナー、国内学会展示会・国際学
会併設展示会の出展についてご紹介しています。
▶https://jp.medical.canon/News/index

イベント＆学会情報

製品の情報や当社の取り組みをご紹介してい
ます。
▶https://jp.medical.canon/

キヤノンメディカルシステムズ株式会社 Webサイト
Made for Life Magazineを
WEBでも公開しています。
 「いのち」に寄り添う取り組みや、
そこにかかわる人たちの想いを、
ぜひご覧ください。

▶https://www.medical.canon/jp/
   made-for-life-magazine/index.html

Made for Life Magazine Webサイト

〔応募方法はこちら〕

アンケートへのご協力のお願いとプレゼントのお知らせ

アンケートにご協力いただいた方の中から
抽選で30名様にプレゼントいたします。
＊色は選べません

応募締切
2025年

6月末
スマートフォンから応募
右の二次元コードよりアクセスし、
アンケートにご協力ください。

30
名様

PRESENT

Made for Life Magazine 特製
プラサーモカフェマグカップ
・プレゼントの内容は変わる可能性がございますのでご了承ください。
・当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

＜薄焼き卵＞
❻  ボウルに卵を割り入れ、塩少々（分量外）を加え箸でよく溶きほぐす。
　 さらに茶こしで卵液をこしておくと、薄焼き卵がきれいにできる。
❼  フライパンを熱してサラダ油を引き、ぬれ布巾にのせる。
　 再び弱火にかけ、卵液を流し入れて素早く全体に広げる。
❽  フライパンにふたをし、円を描くように動かしながら 3 分ほど火を通す。
　 薄焼き卵の縁が少し浮いて剥がしやすくなったら、ラップの上に取り出す。

❾  薄焼き卵の中央より手前にスライスチーズを置き、
　 奥側を４cmほど残してケチャップライスを薄く広げる。
　 ちりめんじゃこ、とろろ昆布、ナッツをのせて手前から巻く。10

食べやすくて栄養満点！

「スティックオムライス」


